
　3回目接種に使用するワクチンについては、１回目、２回目に用いたワクチンの種類にかかわ
らず、mRNAワクチン（ファイザー社ワクチン・武田 /モデルナ社ワクチン）を用いることが
適当とされており、mRNAワクチン同士の交互接種も可能となっています。
※１回目、２回目接種を「初回接種」、３回目接種を「追加接種」という。

　医療従事者や高齢者施設等の入所者など一部の対象者は、２回目接種終了から８か月以上の経
過を待たずに３回目接種ができる旨の方針が厚生労働省から出されました。
　大崎町においても、接種体制が整い次第、対象になる方へ順次予診票をお送りします。予診票
が届くまでお待ちください。

　追加接種において、初回接種で使用したワ
クチンと異なるワクチンを使用すること（交
互接種を伴う追加接種）の効果や安全性を評
価した米国の研究によると、交互接種を伴う
追加接種の抗体価の上昇は良好であること、
また、副反応に関しては、初回接種で報告さ
れたものと同程度であり、交互接種と同種接
種で差がなかったと報告されています。

　国から大崎町に配送されるワクチンの量か
ら計算すると、２月・３月に行う３回目接種
では、約４割の方が武田 /モデルナ社ワクチ
ンを使用することになります。
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